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昨
年
は
、
尖
閣
諸
島
（
中
国
名
・釣

魚
島
）
の
領
有
権
を
め
ぐ
っ
て
日
中

関
係
が
悪
化
し
、
会
員
の
減
少
や
日

中
国
交
回
復
４０
周
年
の
諸
行
事
に

も
暗
い
影
を
落
と
し
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
困
難
な
状
況
の
も
と

で
、
日
中
岡
山
支
部
は
、
６
月
の
総

会
決
定
や
、
日
中
友
好
協
会
創
立

時
の
原
点
「
友
好
運
動
は
中
国
と
日

本
と
の
国
民
的
友
好
運
動
で
あ
り
、

国
家
や
政
府
に
依
存
し
な
い
自
発

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
は

一
二
月
一
七
日
、
恒
例
の
「
望
年

会
」を
開
き
ま
し
た
。 

望
年
会
に
は
役
員
、
会
員
な
ど

２０
名
が
参
加
、
楽
し
い
時
間
を
す

ご
し
ま
し
た
。 

開
会
挨
拶
で
栗
本
泰
治
理
事
長

は
「
尖
閣
問
題
な
ど
日
中
間
で
困

難
な
状
況
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

っ
た
時
だ
か
ら
こ
そ
草
の
根
の
日
中

友
好
運
動
が
重
要
で
す
」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。 

激
励
に
駆
け
つ
け
ら
れ
た
岡
山

支
部
竹
内
理
事
長
の
発
声
で
乾
杯

と
の
気
持
ち
を
強
く
し
ま
し
た
。 

 

去
年
は
、
総
選
挙
の
結
果
、
改
憲

勢
力
が
大
き
く
な
る
中
で
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
日
中
不
再
戦
は
、
憲
法
９

条
を
生
か
す
道
」
と
の
立
場
で
、
草

の
根
の
日
中
友
好
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 日

中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

事
務
局
長 

小
林
軍
治 

し
、
懇
談
し
ま
し
た
。 

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
日
中
友

好
運
動
に
つ
い
て
思
い
を
発
言
。

「日
ご
ろ
日
中
友
好
運
動
は
何
も
で

き
な
い
が
、
望
年
会
が
楽
し
み
」
と

会
場
を
和
ま
せ
る
発
言
や
、
中
国

旅
行
の
思
い
出
、
文
化
講
演
会
の
こ

と
な
ど
の
話
が
続
き
ま
し
た
。 

会
場
に
は
倉
敷
支
部
が
１
年
間

に
行
な
っ
た
行
動
の
写
真
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
編
集
し
「
Ｂ
Ｇ
Ｍ
」
代
わ
り
に
放
映

し
思
い
出
話
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

 

的
な
運
動
と
し
て
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
」
に
も
と
づ
い
て
、
中

国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
や
「
残

留
孤
児
」
の
配
偶
者
の
生
活
支
援

を
求
め
る
署
名
活
動
及
び
太
極

拳
、
中
国
語
講
座
な
ど
の
文
化
活

動
に
と
り
く
み
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
中

国
帰
国
者
や
県
内
在
住
の
中
国
の

人
々
と
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
を
通

わ
せ
て
、
仲
良
く
や
っ
て
い
き
た
い
」

新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

風
は
吹
け
ど
も 

 
 

 
 

 

山
は
動
ぜ
ず 

 

２
０
１
３
年 

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
と
わ
ざ
に
「
風
は
吹
け
ど
も
、

山
は
動
ぜ
ず
」
と
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
さ
ら
に
日
中
間
に
波
乱
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

山
は
動
ぜ
ず
の
信
念
で
草
の
根
の

日
中
友
好
運
動
を
す
す
め
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
っ
て
日
中
関

係
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
ま
ま
で

す
。
う
ち
を
見
れ
ば
総
選
挙
で
逆

切
に
感
じ
ま
し
た
。 

  

そ
の
わ
が
国
が
，
侵
略
戦
争
の

反
省
を
欠
い
た
ま
ま
、
憲
法
を
変

え
て
ア
メ
リ
カ
依
存
の
日
米
同
盟

を
深
化
さ
せ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も

日
中
間
は
波
風
が
絶
え
な
い
で
し

ょ
う
。 

 

「
日
中
友
好
」
は
ア
ジ
ア
や
世

界
の
平
和
を
守
る
上
で
も
い
ま
最

大
の
課
題
で
す
。
私
た
ち
は
泰
然

と
草
の
根
の
日
中
友
好
運
動
を
さ

ら
に
押
し
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 日

中
友
好
協
会
倉
敷
支
部 

理
事
長 

栗
本 

泰
治 

 

戻
り
、
右
傾
化
の
傾
向
が
強
ま
り

憲
法
改
悪
も
焦
点
で
す
。
わ
が
国

の
憲
法
は
，
あ
の
戦
争
の
痛
苦
の

体
験
か
ら
生
ま
れ
た
国
民
的
な
財

産
で
，
好
戦
的
な
勢
力
の
勝
手
に

さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

私
は
昨
年
、
日
中
間
の
事
件
を

ふ
り
返
っ
て
、
中
国
人
多
数
は
な

お
冷
静
で
理
性
的
だ
と
思
う
反

面
、
中
国
人
に
と
っ
て
日
本
は
ま

だ
「
侵
略
者
」
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
を
ぬ
ぐ
い
切
れ
て
い
な
い
と
痛

中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
望
年
会 

─

「
ひ
と
り
ひ
と
り
」
が
心
を
通
わ
せ
て
、
仲
よ
く─

 

岡
山
市
内
の
「
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
・
日
本
語
学
習
講
座
」
が 

相
次
い
で
望
年
会
を
行
い
ま
し
た
。
日
付
順
に
紹
介
し
ま
す
。 

  

一
二
月
一
〇
日 

 

財
田
教
室
（月
）
ギ
ョ
ー
ザ
づ
く
り 

一
二
日 

 

長
岡
教
室
（水
・
木
）合
同
で
ギ
ョ
ー
ザ
パ
ー
テ
ィ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

会
食
後
は
、
二
胡
や
笛
、
マ
ジ
ッ
ク
、
歌
な
ど
を
楽
し
み
ま 

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

一
八
日 

 

芳
田
学
習
講
座
（火
・金
）中
国
料
理
を
作
り
、
歌
や
ク 

イ
ズ
で
交
流
。 

 
 

今
日
は
、
長
岡
教
室
の
写
真
と
芳
田
学
習
講
座
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
・ 

 
 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
望
年
会 

長岡教室 左から貝吹 高杉芳 篠原玲 益田桜 

2276 

 

 



 

・
「
岡
山
大
空
襲
か
ら
六
七
年
犠
牲

者
二
〇
〇
〇
人
へ
届
け
！
第
七
回

ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
」 

三
五
人 

【七
月
】・「落
合
恵
子 

講
演
会
」 

三
五
〇
人 

・
写
真
展
「
鎮
魂
の
日
」
―
八
月
六

日
― 

一
三
〇
人 

「
盧
溝
橋
事
件
七
五
周
年
街
頭
宣

伝
」 

八
人
参
加 

宣
伝
と
チ
ラ
シ

配
り 

・
「
第
三
一
回
市
民
団
体
に
よ
岡
山

県

民

平

和

の
つ
ど
い
」p

e
a

ce
 

p
e
a
ce

 p
e
a

ce
2
0

1
2
 

三
〇
〇
人 

・
七
月
例
会 

こ
ま
つ
座
「
闇
に
咲

く
花
」
西
大
寺
一
二
八
八
人(

会

員)

岡
山
三
四
二
八
人(

会
員) 

（・第
四
六
回
岡
山
県
母
親
大
会 

「有
森
裕
子
」講
演 

六
五
〇
人 

  次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１
月
１１
（金
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

三垣 

全
日
本
教
職
員
組
合
の
今
谷
書

記
長
は
１７
日
、
総
選
挙
の
結
果
を

受
け
て
談
話
を
発
表
、
「
憲
法
改
悪

を
許
さ
ず
、
憲
法
を
守
り
、
生
か

す
と
り
く
み
に
全
力
を
あ
げ
よ

う
。
自
民
党
を
中
心
と
す
る
政
権

が
誕
生
し
た
と
は
い
え
、
国
民
の
政

日
本
語
教
室
は
と
て
も
愉
快
な

仲
間
が
勉
強
し
て
い
る
と
て
も
楽
し

い
と
こ
ろ
だ
。
日
中
友
好
協
会
の
活

動
に
顔
を
出
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て

我
々
の
組
織
の
社
会
的
存
在
意
義

を
改
め
て
感
じ
た
一
日
で
あ
っ
た
。 

 

調
子
に
は
い
つ
も
感
心
し
て
い
る
。

背
中
を
掻
く
棒
を
日
本
語
で
何
と

言
う
？
の
問
に
、
「猫
の
手
」
と
答
え

た
方
も
い
た
が
、
こ
う
い
う
ク
イ
ズ
の

出
し
方
は
興
味
を
そ
そ
る
良
い
ア
イ

デ
ア
だ
と
思
っ
た
。 

先
生
方
の
日
本
語
に
賭
け
る
熱

意
を
感
じ
た
。
ち
な
み
に
中
国
語
で

は
孫
の
手
を
、
「
老
头
乐
（
老
人
の

喜
び
）
」
っ
て
言
う
よ
う
だ
。
こ
の
よ

う
に
教
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
教
わ

る
こ
と
の
方
が
多
い
の
が
日
本
語
教

室
の
醍
醐
味
だ
。 

最
後
に
三
宅
先
生
の
美
味
し
い

ケ
ー
キ
を
頂
い
た
後
、
記
念
撮
影
を

し
、
北
国
の
春
を
中
国
語
で
歌
っ
た

が
、
だ
れ
も
歌
詞
を
覚
え
て
い
な
い

か
ら
、
お
経
の
よ
う
な
歌
に
な
っ
た

。
大
家
都
好
像
念
经
似
的
。 

そ
の
後
、
皆
さ
ん
に
よ
る
カ
ラ
オ

ケ
大
会
が
始
ま
り
、
恥
ず
か
し
い
と

言
い
な
が
ら
も
皆
自
分
か
ら
前
に

出
て
き
て
、
持
ち
歌
を
聞
か
せ
て
く

れ
た
。
大
家
都
唱
得
不
错
！ 

と
こ
ろ
で
、
日
本
語
教
室
の
盛
り

上
げ
役
は
何
と
言
っ
て
も
陳
夏
さ

ん
で
あ
る
。
皆
を
ウ
イ
ッ
ト
（
机
智
）

で
笑
わ
せ
、
正
に
日
本
語
教
室
の
ム

ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。 

い
ろ
い
ろ
彼
女
か
ら
学
ぶ
べ
き
と

こ
ろ
が
あ
る
。 

日
本
語
教
師
の
方
々
に
よ
る
ク

イ
ズ
は
と
て
も
面
白
く
、
貝
吹
先
生

の
冗
談
を
交
え
た
司
会
進
行
の
名

芳
田
公
民
館
日
本
語
学
習
講
座

の
忘
年
会
が
開
催
さ
れ
、
中
国
帰

国
者
の
方
た
ち
は
、
調
理
室
に
入
る

と
手
際
良
く
準
備
に
取
り
掛
か
り

、
あ
れ
よ
、
あ
れ
よ
と
料
理
が
出
来

て
行
く
。
焼
き
ビ
ー
フ
ン
や
チ
ジ
ミ

、
麻
婆
豆
腐
な
ど
、
本
場
の
中
華
料

理
が
次
々
と
並
ん
だ
。
こ
の
忘
年
会

の
為
に
私
は
お
腹
を
空
か
せ
て
来
た

の
で
、
ど
れ
も
と
て
も
美
味
し
い
と

思
っ
た
。
中
国
の
方
に
、
「今
天
真
有

口
福
！
」
と
言
っ
た
ら
、
「
久
し
ぶ
り

に
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
！
」
と
言
わ

れ
た
。
結
構
教
科
書
っ
て
死
語
が
載

っ
て
い
る
の
だ
な
あ
と
思
っ
た
。 

治
を
変
え
た
い
と
の
願
い
は
、
け
っ
し

て
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
、
改
憲

教
育
基
本
法
の
さ
ら
な
る
具
体
化

を
ゆ
る
さ
ず
、
父
母
、
教
職
員
、
国

民
と
と
も
に
切
実
な
教
育
要
求
の

実
現
を
め
ざ
し
て
全
力
を
あ
げ

る
。
」 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 33  

竹内和夫 

 

 

 

 

 

 

オとゴのこと 

 食べもの飲みものに、よくオがつく。たとえばオニギリ、オ茶。  

ゴがつくものもある、たとえばゴハン（飯）。オがつくものあつまれ。 

A：  なぜゴ茶とかオ飯とはいわないの？  

B：  オは和語につき、ゴは漢語につくのが普通だけど例

外もある。時代によってちがいがあるようだ。  

C：  オ電話、オ料理、オ洗濯･････  

A：  カタカナ語には、オもゴもつきにくいとおもう。      

オビールなんか特別だろう。  

B：  『源氏』の出だしは「インドゥレノオフォントキニカ」という

そうだ。オフォがオになったらしい。ゴの方は漢字の御

（奈良時代の発音 ŋio ンギョ？）からきているらしい。  

C：  赤ちゃんのメ、テ、ミミなど、かわいいしるしで、オメメ、

オテテ、オミミなんていうね。  

《オは名詞のまえだけでなく、動詞連用形の中止（ a）（⑲

に表がある）が名詞化して「オ書キ・クダサイ、オ食べ・ナサ

イ」など、よくつかわれるから注意して。ただし、１拍の動詞

語幹では使わないようだ？、オン礼とかオン年３０とかは話

しことばでは使えないな。バカ丁寧は無礼？》  

A：  さきほどの中止形（a）の名詞化は大事だと思う。「食

べに、見に、習いに、取りに･･･」など非常に便利だか

ら。  

《オ、ゴは単語の頭につくから接頭辞と言う。接頭語とい

わない方がよい。語はドイツ語や単語の時にかぎった方が

よい。》  

つづく 

芳
田
公
民
館
日
本
語
学
習
講
座
忘
年
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

谷
川
浩
文 

 

憲
法
の
改
悪
許
さ
な
い
！ 

各
催
物
の
参
加
状
況 

【
五
月
】
・
施
行
六
五
周
年
五
・
三
憲

法
記
念
日
「
輝
け
日
本
国
憲
法
！

集
会
」 

四
五
〇
人 

・
二
〇
一
二
年
「
第
五
〇
回
記
念
展

岡
山
平
和
美
術
展
」一
〇
〇
〇
人 

（
出
品
者 

一
一
〇
人
、
出
展 

二

三
四
点
） 

【
六
月
】
・
沖
縄
復
帰
四
〇
周
年
記

念
作
品 

映
画
「
ひ
ま
わ
り
」
制
作

上
映
推
進
上
映
会 

映
画
「
沖
縄
」

一
部
２
部
一
挙
上
映
一
〇
〇
人 

・
第
四
七
回 

反
戦
・
平
和
・
名
作
の

つ
ど
い
「
北
辰
斜
め
に
さ
す
と
こ
ろ
」

一
七
人 

・
劇
団
希
望
舞
台
「
釈
迦
内
柩
唄
」

岡
山
公
演 

四
七
〇
人 

・
第
一
九
回
戦
争
・
戦
災
遺
跡
め
ぐ

り
「
岡
山
大
学
構
内
（
戦
争
遺
跡
）
コ

ー
ス
」 

二
〇
人 

「
市
内
中
心
地
域
（
戦
災
遺
跡
コ
ー

ス
） 

青
年
の
取
り
組
み
」 

二
〇
人 

・「第
一
四
回
平
和
七
夕
ま
つ
り
」 

市
民
多
数 

表
町
・
駅
前
商
店
街
で
平
和
を
祈
り

折
鶴
を
か
ざ
る
。
・
新
看
板
で
六
月

二
九
日
の
岡
山
空
襲
の
日
平
和
を

ア
ピ
ー
ル
。 


